
背景
LLMの特徴的な機能に、自律的プランニングによるタスク解決があります。し
かし現状では、シンプルかつ要求が明確なタスクしか解決できず、複雑な制約
条件を考慮しつつユーザ要求を満たすような高度なプランニングは困難です。

成果の概要
ユーザの好みや体調、時間的・地理的な制約といった、ユーザの状況を考慮し
て、LLMが目的地までのドライブスケジュールを計画します。LLMが外部ツー
ルを活用し、移動時間を計算したり観光スポットの情報やユーザの意見を得る
ことで、スケジュールを自律的に修正します。

技術のポイント
LLMの高度な情報抽出能力に基づく、ユーザの多様な背景状況や逐次的に与えられる要求条件を反映した柔軟なタ
スク解決プランニング

LLMが苦手とする時間的な計算や、大まかな地理的・時間的な位置関係の理解を補助する外部ツールの活用によ
る、矛盾のないスケジュールの立案

ドメインに特化した学習・タスク実行の階層化・外部ツールから返却される情報の圧縮による、小型LLMによる高
精度・高速な推論

この研究がもたらす未来
AIがユーザや周囲の状況を適切に汲み取りつつ、ユーザとのやりとりを通して柔軟にタスクを達成できるようになるこ
とで、AIに日々の生活のサポートを安心して任せられる未来がやってきます。
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P05 地理的・時間的な制約を考慮しながら、ユーザの状況や要求にマッチするドライブプラン
を提案します
ユーザの状況を理解する「tsuzumi」
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